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序
論 

 

法

然

の

説

い

た

浄

土

の

教

え

は

身

分

に

依

ら

ず

あ

ら

ゆ

る

社

会

階

層

の

人

々

に

開

か

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

。

法

然

の

伝

記

に

残

る

門

弟

は

貴

族

、

武

士

、

都

市

の

庶

民

や

商

工

業

者

、

地

方

の

農

民

、

罪

人

ま

で

幅

広

い

。

悪

を

犯

し

自

ら

の

悪

を

嘆

く

者

す

べ

て

に

向

け

ら

れ

た

教

え

で

あ

っ

た

と

言

え

る

。
１ 

熊

谷

直

実

も

ま

た

、
法

然

の

浄

土

の

教

え

に

導

か

れ

た

人

物

の

一

人

で

あ

る

。
法

然

の

武

士

の

門

弟

の

な

か

で

は

筆

頭

格

で

あ

り

、

法

然

の

伝

記

に

た

び

た

び

登

場

す

る

。
ま

た

、
『

平

家

物

語

』
、
『

吾

妻

鏡

』
等

に

多

く

の

逸

話

を

残

し

て

お

り

、
宗

派

の

外

に

お

い

て

も

高

い

知

名

度

を

持

つ

。 

一

方

で

、

直

実

の

教

義

の

理

解

に

お

い

て

は

、

一

般

に

直

実

の

往

生

観

と

法

然

の

往

生

観

の

間

に

は

齟

齬

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

き

た

。

こ

の

指

摘

は

、

直

実

の

強

情

な

性

格

、

勇

猛

果

敢

な

行

動

が

一

見

す

る

と

論

理

的

整

合

性

が

取

れ

て

い

な

く

、

法

然

の

教

え

に

極

端

な

理

解

を

持

っ

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

こ

と

に

起

因

す

る

。 

本

論

文

は

武

士

と

し

て

生

ま

れ

、

苛

烈

な

人

生

を

歩

ん

だ

直

実

の

信

仰

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

ま

た

、

直

実

の

信

仰

か

ら

見

え

て

く

る

、

法

然

の

教

え

の

新

し

い

側

面

を

探

る

。 

第

一

章

で

は

出

家

以

前

の

武

士

と

し

て

の

直

実

や

逸

話

と

し

て

残

る

出

来

事

を

中

心

に

、

直

実

の

生

涯

と

性

格

を

確

認

す

る

。

続

け

て

第

二

章

で

は

、

直

実

の

人

生

の

転

換

点

で

あ

る

出

家

と

回

心

の

出

来

事

よ

り

、

直

実

の

心

境

を

読

み

解

く

。

第

三

章

で

は

、

直

実

の

信

仰

に

つ

い

て

、

主

に

上

品

上

生

往

生

の

立

願

と

予

告

往

生

よ

り

明

ら

か

に

す

る

。 
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本
論 

第

一

章 

熊

谷

直

実

に

つ

い

て 

第

一

節 

武

士

と

し

て

の

直

実 

 

熊

谷

直

実

は

武

蔵

国

の

武

士

で

あ

り

、

小

規

模

な

所

領

を

所

有

す

る

在

地

領

主

で

あ

る

。

父

直

貞

は

武

蔵

国

大

里

群

熊

谷

郷

に

所

領

を

得

る

も

、

若

く

し

て

没

す

る

こ

と

と

な

る

。

幼

い

直

実

は

、

伯

父

で

あ

る

久

下

直

光

に

養

わ

れ

て

成

長

す

る

。

こ

の

時

、

直

光

の

家

人

に

等

し

い

立

場

と

し

て

扱

わ

れ

て

お

り

、
直

実

は

そ

の

こ

と

を

あ

ま

り

よ

く

思

っ

て

い

な

か

っ

た

の

だ

ろ

う

。
自

立

を

求

め

、

ま

た

久

下

氏

を

抑

え

て

く

れ

る

主

人

を

求

め

、

戦

へ

と

加

わ

る

。
２ 

 

保

元

元

年

（

一

一

五

六

年

）

に

は

源

義

朝

方

と

し

て

、

保

元

の

乱

に

参

加

。

治

承

四

年

（

一

一

八

〇

年

）

に

は

石

橋

山

の

戦

い

に

平

家

方

と

し

て

参

加

。

さ

ら

に

は

、

寿

永

三

年

（

一

一

八

四

年

）

に

源

範

頼

に

従

い

、

宇

治

川

の

戦

い

に

参

加

す

る

。

同

じ

年

、

一

の

谷

の

戦

い

で

平

敦

盛

を

討

っ

て

い

る

。 

 

『

平

家

物

語

』
に

よ

る

と

、
直

実

が

平

敦

盛

の

首

を

落

と

し

、
そ

し

て

自

分

の

息

子

と

同

じ

年

代

の

子

供

を

討

っ

た

こ

と

を

嘆

き

、

出

家

し

た

と

さ

れ

る

。

一

の

谷

の

戦

い

の

こ

の

場

面

は

『

平

家

物

語

』

な

ど

の

文

学

や

歌

舞

伎

、

浄

瑠

璃

な

ど

の

演

劇

で

、

以

後

現

在

ま

で

語

り

継

が

れ

て

い

る

。「

ク

マ

ガ

イ

ソ

ウ

」
と

い

う

、
熊

谷

直

実

の

名

が

つ

い

た

花

が

あ

る

。
そ

の

花

の

形

が

母

衣

に

似

て

い

る

た

め

、
一

の

谷

の

戦

い

へ

と

赴

く

熊

谷

直

実

の

背

負

っ

た

母

衣

に

見

立

て

て

、「

ク

マ

ガ

イ

ソ

ウ

」
と

名

づ

け

ら

れ

た

。
近

縁

種

に
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は

平

敦

盛

か

ら

名

付

け

ら

れ

た

「

ア

ツ

モ

リ

ソ

ウ

」

も

あ

る

。

野

の

花

の

名

前

に

な

る

ほ

ど

に

、

ひ

と

び

と

の

身

近

な

と

こ

ろ

で

熊

谷

直

実

は

語

ら

れ

て

き

た

の

だ

ろ

う

。 

史

実

に

お

い

て

も

、

直

実

は

直

情

的

で

短

気

、

荒

っ

ぽ

く

、

正

し

い

と

思

っ

た

こ

と

は

曲

げ

な

い

性

格

で

あ

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

敦

盛

を

討

っ

た

後

は

、

将

軍

源

頼

朝

含

む

多

く

の

人

の

説

得

を

振

り

切

り

、

出

家

を

す

る

こ

と

と

な

る

。 

 

気

性

が

荒

く

も

そ

の

行

動

に

は

筋

が

通

っ

て

い

て

一

貫

性

が

あ

り

、

世

の

中

の

不

条

理

に

苦

し

み

な

が

ら

も

正

し

さ

を

見

つ

け

よ

う

と

す

る

そ

の

姿

が

、

直

実

が

の

ち

の

世

に

も

愛

さ

れ

続

け

る

所

以

で

あ

る

だ

ろ

う

。

直

実

の

生

涯

に

は

、

史

実

ら

し

い

逸

話

と

共

に

、

後

世

の

創

作

で

あ

ろ

う

伝

説

と

も

い

え

る

出

来

事

が

い

く

つ

も

残

さ

れ

て

い

る

。

そ

れ

ら

の

逸

話

を

す

べ

て

事

実

と

し

て

受

け

取

る

こ

と

は

難

し

い

が

、

直

実

の

性

格

を

知

り

、

人

物

像

を

明

確

に

す

る

た

め

の

重

要

な

手

掛

か

り

と

な

る

だ

ろ

う

。 

 

第

二

節 

直

実

の

逸

話 

 

直

実

の

逸

話

と

し

て

、

東

行

逆

馬

、

法

然

に

よ

る

戒

飭

・

勘

責

手

紙

の

二

つ

を

扱

う

。 

 

第

一

に

、

東

行

逆

馬

で

あ

る

。 

 
 

蓮

生

行

状

坐

臥

不

背

西

方

の

文

を

、

ふ

か

く

信

じ

け

る

に

や

、

あ

か

ら

さ

ま

に

も

西

を

背

に

せ

ざ

り

け

れ

ば

、

京

よ

り

關

東

へ

下

け

る

時

も

、

鞍

を

さ

か

さ

ま

に

を

か

せ

て

馬

に

も

さ

か

さ

ま

に

の

り

て

、

口

を

ひ

か

せ

け

る

と

な

ん

。

さ

れ

ば

蓮

生 

 
 

浄

土

に

も

が

う

の

も

の

と

や

沙

汰

す

ら

ん

西

に

む

か

ひ

て

う

し

ろ

み

せ

ね

ば 

 
 

と

詠

じ

け

る

。
３ 
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こ

の

逸

話

は

、
『

四

十

八

巻

伝

』

の

ほ

か

に

『

九

巻

伝

』

や

『

一

代

自

跡

』

等

に

も

伝

え

ら

れ

る

。

直

実

は

善

導

の

『

往

生

礼

賛

』

に

あ

る

「

行

状

坐

臥

、

西

方

に

背

を

向

け

ず

」

の

文

を

深

く

信

じ

て

い

た

た

め

、

か

り

に

も

西

方

に

背

を

向

け

た

く

は

な

か

っ

た

。

京

か

ら

関

東

ま

で

向

か

う

際

、

正

面

を

向

い

て

馬

に

ま

た

が

る

と

、

西

に

背

を

向

け

る

こ

と

と

な

る

た

め

、

馬

を

逆

さ

に

乗

っ

て

帰

っ

た

の

だ

と

い

う

。

直

実

が

浄

土

の

教

え

に

誠

実

に

向

き

合

っ

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る

。

誰

が

見

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

も

な

い

の

だ

が

、

強

情

で

自

他

と

も

に

不

正

は

許

さ

ぬ

と

い

う

、

直

実

の

性

格

が

如

実

に

表

れ

た

逸

話

で

あ

る

。

直

実

は

何

度

も

京

と

関

東

を

往

復

す

る

た

め

、

こ

れ

が

い

つ

の

出

来

事

で

あ

っ

た

か

は

定

か

で

は

な

い

。

直

実

の

性

格

か

ら

考

え

る

な

ら

ば

、

い

つ

も

逆

馬

で

あ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。 

第

二

に

法

然

に

よ

る

戒

飭

・

勘

責

の

手

紙

で

あ

る

。

こ

れ

は

直

実

の

気

性

を

あ

ら

わ

し

た

出

来

事

で

あ

り

、

直

実

の

い

た

ず

ら

の

よ

う

な

こ

と

に

対

し

、

法

然

か

ら

の

戒

め

の

言

葉

が

手

紙

と

し

て

残

っ

て

い

る

。
『

真

如

堂

縁

起

』
４

に

よ

る

と

、

法

然

は

、 

 

唯

た

の

め

萬

の

罪

は

深

く

と

も 

 
 

 
 

我

本

願

の

あ

ら

む

限

り

は 

と

い

う

歌

を

真

如

堂

本

尊

よ

り

受

け

取

っ

た

と

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

歌

と

共

に

次

の

手

紙

を

直

実

へ

送

る

。 

 
 

ハ

ル

カ

ノ

程

。

ワ

サ

ト

ヒ

ト

ヲ

上

給

候

。

ヨ

ロ

コ

ヒ

入

候

。

サ

リ

ナ

カ

ラ

事

新

キ

御

タ

ツ

ネ

ニ

候

。

浄

土

宗

ノ

カ

ン

シ

ン

此

タ

ヒ

必

々

往

生

シ

候

事

ハ

。
人

ニ

ハ

ヨ

ラ

ス

候

。
誰

々

モ

唯

申

セ

ハ

。
タ

ス

カ

ル

ト

計

心

ヘ

テ

。
世

ニ

タ

ク

ヒ

ナ

キ

悪

人

ナ

リ

共

。

南

無

阿

彌

陀

佛

ト

ト

ナ

ヘ

イ

レ

ハ

。

一

念

ニ

テ

モ

往

生

決

定

ヲ

ト

ケ

候

ナ

リ

。 

ま

ず

初

め

に

、

浄

土

宗

の

肝

心

に

つ

い

て

触

れ

て

い

る

。

内

容

は

、

浄

土

宗

の

肝

心

は

人

に

区

別

な

く

誰

で

も

念

仏

を

申

せ

ば

往
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生

で

き

、

人

に

よ

る

こ

と

が

な

く

、

悪

人

で

も

南

無

阿

弥

陀

仏

と

称

え

れ

ば

、

一

念

で

往

生

が

決

定

す

る

と

言

っ

て

い

る

。

形

式

か

ら

、

直

実

の

質

問

に

答

え

る

返

答

の

手

紙

で

あ

っ

た

と

推

察

で

き

る

。

罪

を

お

か

す

こ

と

に

対

す

る

法

然

の

考

え

が

わ

か

り

や

す

く

述

べ

ら

れ

て

い

る

。 

又

ソ

レ

ノ

ハ

ラ

ノ

ア

シ

キ

コ

ト

。

京

ニ

モ

御

所

中

ニ

モ

カ

ク

レ

ナ

ク

候

。

是

非

ニ

御

ナ

ヲ

シ

候

ヘ

ク

候

。

ハ

ラ

ア

シ

ク

共

往

生

ハ

決

定

御

遂

候

ヘ

ク

候

。

源

空

カ

一

期

ノ

程

ハ

。

ナ

カ

ヲ

違

申

ヘ

ク

候

。

念

佛

カ

ナ

マ

中

ナ

カ

ル

ト

テ

。

シ

ハ

リ

タ

ヽ

ク

事

更

ニ

經

釋

ニ

見

ヘ

ス

候

。

此

度

目

出

度

ナ

ラ

シ

候

ヨ

シ

ニ

テ

。

御

音

信

候

ヘ

穴

賢

。 

 

次

に

、

直

実

の

腹

悪

し

き

こ

と

を

戒

め

て

い

る

。

こ

の

こ

と

は

京

に

も

御

所

に

も

知

れ

渡

っ

て

い

る

た

め

、

是

非

改

め

る

よ

う

に

と

い

う

。

腹

悪

し

く

と

も

往

生

は

決

定

す

る

が

、

念

仏

が

不

十

分

だ

か

ら

と

い

っ

て

他

人

を

縛

り

た

た

く

よ

う

な

こ

と

は

経

釈

に

は

述

べ

ら

れ

て

い

な

い

。

腹

悪

し

き

こ

と

を

直

し

た

旨

を

便

り

で

知

ら

せ

る

よ

う

に

命

じ

て

い

る

。

腹

悪

し

き

と

は

意

地

が

悪

い

、

怒

り

っ

ぽ

い

と

い

っ

た

意

味

で

、

直

実

の

豪

快

で

気

性

の

荒

い

様

子

を

よ

く

表

し

た

表

現

で

あ

る

。

な

ん

と

、

直

実

は

念

仏

が

不

十

分

で

あ

っ

た

人

を

縛

り

上

げ

叩

く

と

い

う

過

激

な

行

動

に

で

た

よ

う

で

あ

る

。

こ

れ

に

つ

い

て

、

京

に

も

御

所

に

も

直

実

の

腹

悪

し

き

こ

と

が

知

れ

渡

っ

て

い

た

よ

う

だ

。 

又

勢

観

房

ヘ

書

テ

サ

ツ

ケ

候

。

金

色

ノ

名

號

ア

マ

リ

ノ

ホ

シ

サ

ニ

。

押

テ

ト

ラ

ル

由

ウ

ケ

給

リ

候

。

是

ハ

罪

カ

ク

ル

シ

カ

ラ

ス

カ

ノ

御

タ

ツ

ネ

ウ

ケ

給

候

。
タ

ト

ヒ

ツ

ミ

ニ

ナ

ラ

ス

共

。
他

人

ノ

物

ヲ

ヲ

サ

ヘ

テ

取

ル

法

ヤ

候

。
ソ

ノ

上

ヘ

大

ナ

ル

罪

ニ

テ

候

。

イ

ソ

キ

カ

ヘ

サ

レ

候

ヘ

。

是

モ

ハ

ラ

ノ

ア

シ

キ

カ

ラ

ヲ

コ

ル

事

ニ

テ

候

。

志

ハ

ア

ワ

レ

ニ

候

程

ニ

。

名

號

書

テ

参

候

。

ワ

キ

ノ

ウ

タ

ハ

真

如

堂

ノ

如

来

ヨ

リ

サ

ツ

ケ

給

ヒ

候

。
歌

に

て

候

。
金

色

ニ

シ

タ

ク

候

ヘ

共

。
イ

ソ

ク

ヒ

ン

キ

ニ

テ

候

程

ニ

。
墨

ノ

マ

ヽ
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参

候

。

京

ト

國

ト

程

ト

ヲ

ク

候

程

ニ

。

シ

ル

ヘ

ニ

判

を

加

ヘ

テ

参

候

。

悪

筆

ニ

テ

人

ノ

見

候

處

モ

ハ

ヽ

カ

リ

ナ

カ

ラ

。

師

弟

ノ

ケ

イ

ヤ

ク

ニ

テ

候

ヘ

ハ

。

カ

ツ

ウ

ハ

形

見

ニ

候

穴

賢

。 

 
 

 

建

永

二

年

正

月

朔

日 
 

 
 

 
 

 

源

空 

さ

ら

に

、

法

然

が

勢

観

源

智

に

書

き

与

え

た

金

色

の

名

号

を

直

実

が

無

理

や

り

奪

っ

た

こ

と

に

対

し

、

こ

れ

も

腹

悪

し

き

こ

と

か

ら

起

こ

っ

た

こ

と

だ

と

叱

っ

て

い

る

。

直

実

に

は

新

た

に

名

号

を

送

る

か

ら

、

源

智

に

は

早

く

返

す

よ

う

に

、

く

れ

ぐ

れ

も

短

気

に

な

ら

な

い

よ

う

に

と

諭

し

て

い

る

。

直

実

は

源

智

の

持

っ

た

名

号

が

う

ら

や

ま

し

く

て

仕

方

が

な

か

っ

た

の

だ

ろ

う

。

次

章

の

出

家

理

由

で

も

触

れ

る

が

、

直

実

は

不

平

等

を

許

せ

な

い

性

格

で

あ

っ

た

。

法

然

が

源

智

に

送

っ

た

名

号

が

、

源

智

を

優

遇

す

る

も

の

で

あ

っ

た

と

は

考

え

に

く

い

が

、

直

実

に

は

そ

れ

が

う

ら

や

ま

し

く

、

不

公

平

に

見

え

た

の

だ

ろ

う

。 

念

仏

を

称

え

な

い

人

を

縛

り

叩

き

、

他

人

の

名

号

を

奪

う

な

ど

、

当

時

と

し

て

も

考

え

ら

れ

な

い

よ

う

な

悪

事

だ

が

、

荒

く

れ

も

の

の

直

実

ら

し

い

と

も

言

え

る

。

も

と

も

と

武

士

で

あ

っ

た

こ

と

に

よ

る

気

性

の

荒

さ

だ

と

も

考

え

ら

れ

る

が

、

法

然

の

門

弟

に

は

他

に

も

多

数

の

武

士

が

い

た

た

め

、

武

士

で

あ

っ

た

た

め

と

い

う

よ

り

、

直

実

の

生

来

の

も

の

だ

ろ

う

。 

 

こ

の

よ

う

に

直

実

に

は

良

く

も

悪

く

も

純

粋

で

、

や

ん

ち

ゃ

な

子

供

の

よ

う

な

性

格

で

あ

っ

た

。

自

分

の

考

え

を

曲

げ

な

い

ど

っ

し

り

と

し

た

性

格

が

、

直

実

が

現

在

に

続

く

ま

で

愛

さ

れ

て

い

る

所

以

で

あ

る

だ

ろ

う

。

非

常

に

人

間

ら

し

い

と

こ

ろ

が

直

実

の

魅

力

で

あ

る

。 
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第

二

章 

出

家

と

回

心 

第

一

節 

直

実

の

出

家

年

次

・

出

家

理

由 

直

実

の

出

家

年

次

・

理

由

に

関

し

て

、

諸

説

が

対

立

し

て

い

る

。

先

行

研

究

を

も

と

に

、

直

実

の

出

家

の

背

景

を

確

認

す

る

。 

出

家

年

代

は

大

き

く

、

➀

文

治

三

年

（

１

１

８

７

）

八

月

、

的

立

て

役

拒

否

事

件

を

契

機

と

し

て

出

家

を

遂

げ

た

と

い

う

説

、

②

建

久

三

年

（

１

１

９

２

）

十

一

月

二

十

五

日

、

伯

父

久

下

直

光

と

の

熊

谷

郷

・

久

下

郷

境

相

論

に

関

す

る

問

答

に

敗

れ

た

の

ち

と

い

う

説

に

分

か

れ

る

。

こ

の

二

つ

の

時

期

の

差

は

主

に

『

吾

妻

鏡

』

と

『

蓮

生

（

熊

谷

直

実

）

譲

り

状

』

の

記

載

の

差

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。

林

譲
５

・

森

内

優

子
６

等

の

研

究

に

よ

り

指

摘

さ

れ

て

い

る

。 

直

実

の

出

家

理

由

と

し

て

も

い

く

つ

か

の

説

が

議

論

さ

れ

て

い

る

。『

平

家

物

語

』
に

よ

る

と

、
直

実

は

一

の

谷

の

戦

い

で

わ

が

子

と

変

わ

ら

ぬ

年

代

の

青

年

、

平

敦

盛

の

頸

を

落

と

し

、

若

き

命

を

あ

わ

れ

み

、
「

熊

谷

が

発

心

」

を

起

こ

し

た

と

さ

れ

る

。

し

か

し

、

敦

盛

を

討

っ

た

後

も

、

数

年

間

は

御

家

人

と

し

て

出

仕

し

て

お

り

、

理

由

の

一

つ

と

し

て

は

考

え

ら

れ

る

も

の

の

、

直

接

の

原

因

で

は

な

い

だ

ろ

う

。

出

家

の

直

前

に

起

こ

っ

た

、

➀

、

②

の

出

来

事

を

出

家

理

由

と

考

え

る

の

が

妥

当

で

あ

る

。 

➀

に

つ

い

て

は

、

直

実

は

、

流

鏑

馬

の

的

立

て

に

任

命

さ

れ

た

こ

と

が

き

っ

か

け

と

な

る

。 

四

日

、

壬

申

。

今

年

、

静

岡

に

お

い

て

放

生

会

を

始

め

ら

れ

る

た

め

、

流

鏑

馬

の

射

手

と

的

立

な

ど

の

役

を

割

り

振

ら

れ

た

。

そ

の

人

員

の

な

か

で

、

熊

谷

二

郎

直

実

に

は

上

手

の

的

立

を

命

じ

ら

れ

た

と

こ

ろ

、

直

実

は

鬱

憤

を

抱

い

て

、

申

し

上

げ

た

。

「

御

家

人

は

み

な

朋

輩

で

す

。

し

か

し

射

手

は

騎

乗

し

て

お

り

、

的

立

役

の

者

は

歩

行

で

す

。

す

で

に

優

劣

の

差

別

を

し

て

い

る

よ

う

な

も

の

で

あ

り

、

こ

の

よ

う

な

こ

と

で

は

、

直

実

は

御

命

令

に

随

い

が

た

い

」
。

重

ね

て

命

じ

ら

れ

た

。
「

こ

の

よ

う

な
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所

役

は

、

そ

の

身

の

器

量

を

図

っ

て

命

じ

た

も

の

で

あ

る

。

全

く

優

劣

を

つ

け

る

よ

う

な

も

の

で

は

な

い

。

ま

し

て

や

的

立

役

は

下

の

勤

め

で

は

な

い

。

そ

れ

に

ま

た

新

日

絵

社

の

祭

の

院

の

御

幸

の

時

に

は

、

本

所

で

あ

る

院

の

衆

を

召

し

て

流

鏑

馬

の

的

が

立

て

ら

れ

た

。
そ

の

物

事

の

始

ま

り

を

考

え

る

と

。
む

し

ろ

射

手

の

役

を

超

え

る

も

の

で

あ

る

。
早

く

勤

め

る

よ

う

に

」
。
直

実

は

そ

れ

で

も

命

令

に

従

う

こ

と

は

で

き

な

い

と

し

た

の

で

、

そ

の

罪

に

よ

っ

て

所

領

の

一

部

を

没

収

す

る

と

命

じ

ら

れ

た

と

い

う

。
７ 

鎌

倉

殿

の

前

で

は

御

家

人

は

み

な

朋

輩

で

あ

る

は

ず

で

、

御

家

人

の

間

に

身

分

の

格

差

が

つ

け

ら

れ

る

は

ず

が

な

い

。

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

現

実

に

は

、

射

手

は

騎

馬

、

的

立

て

役

は

歩

行

と

い

う

御

家

人

の

勤

め

に

上

下

格

差

に

差

が

つ

け

ら

れ

て

お

り

、

こ

の

こ

と

に

直

実

は

納

得

が

で

き

な

か

っ

た

。

的

立

は

下

職

で

は

な

い

、

そ

れ

ど

こ

ろ

か

射

手

の

所

役

よ

り

上

で

あ

る

と

い

う

頼

朝

の

説

得

に

も

耳

を

貸

さ

ず

、

的

立

て

役

の

使

命

を

拒

否

し

、

本

領

熊

谷

郷

を

半

分

失

う

こ

と

と

な

る

。 

 

ま

た

、

②

に

つ

い

て

も

、

直

実

は

不

平

等

を

感

じ

て

出

家

し

た

と

い

え

る

。 

 

早

朝

、

熊

谷

次

郎

直

実

と

久

下

権

守

直

光

と

が

（

頼

朝

の

）

御

前

で

（

訴

訟

の

）

対

決

を

遂

げ

た

。

こ

れ

は

武

藏

国

の

熊

谷

と

久

下

と

の

境

界

の

相

論

の

こ

と

で

あ

る

。

直

光

は

武

勇

で

は

一

人

当

千

の

名

声

を

馳

せ

て

い

た

が

、

対

決

で

は

一

、

二

を

聞

い

て

十

を

知

る

才

能

に

欠

け

、

た

い

そ

う

不

審

な

点

が

残

っ

た

の

で

、

将

軍

家

（

源

頼

朝

）

が

何

度

も

尋

問

さ

れ

た

。

そ

の

時

、

直

実

が

申

し

た

。「

こ

の

こ

と

は

梶

原

平

三

景

時

が

直

光

を

贔

屓

し

て

い

る

の

で

あ

ら

か

じ

め
（

直

光

の

主

張

が

）
理

に

か

な

っ

て

い

る

と

申

し

上

げ

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

そ

こ

で

今

、

直

実

が

直

人

も

御

下

問

受

け

る

こ

と

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

御

裁

決

で

は

直

光

が

き

っ

と

勝

訴

す

る

こ

と

に

な

ろ

う

。

そ

う

で

あ

れ

ば

道

理

に

か

な

っ

て

い

る

（

直

実

の

）

文

書

と

て

無

用

だ

。

ど

う
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し

よ

う

も

な

い

」
。
（

直

実

は

）

ま

だ

事

が

終

わ

っ

て

い

な

い

の

に

、

調

え

て

き

た

文

書

な

ど

を

巻

い

て

御

壺

（

庭

壺

）

の

中

に

投

げ

入

れ

て

座

を

た

っ

た

。
な

お

憤

り

に

耐

え

ら

れ

ず

、
西

侍

で

自

ら

刀

を

取

っ

て

髻

を

切

っ

て

言

葉

を

吐

い

た

。「

殿
（

頼

朝

）

の

御

侍

ま

で

立

ち

上

が

る

こ

と

が

で

き

た

」
。
そ

し

て
（

直

実

は

）
南

門

を

飛

び

出

し

て

、
家

に

も

帰

ら

ず

行

方

を

く

ら

ま

し

た

。

頼

朝

は

た

い

そ

う

驚

か

れ

た

。
８ 

相

論

に

お

い

て

、

将

軍

源

頼

朝

は

直

実

の

答

が

要

領

を

得

ず

、

何

度

も

尋

問

を

重

ね

た

。

直

実

は

す

で

に

頼

朝

と

直

光

に

見

方

し

て

い

る

た

め

自

分

に

不

信

を

持

っ

た

の

だ

と

考

え

、

怒

り

、

絶

望

し

て

、

証

拠

の

文

書

類

を

頼

朝

に

投

げ

つ

け

髻

を

切

っ

て

逐

電

し

た

。 そ

も

そ

も

直

実

の

生

ま

れ

は

身

分

の

高

い

武

士

で

は

な

い

。

そ

の

た

め

、

鎌

倉

殿

の

前

で

は

み

な

傍

輩

で

あ

る

こ

と

に

拘

り

、

身

分

を

問

わ

ず

念

仏

を

唱

え

れ

ば

誰

で

も

救

わ

れ

る

と

し

た

法

然

の

教

え

に

魅

力

を

感

じ

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

少

な

く

と

も

、

直

実

は

社

会

の

不

正

や

不

平

等

が

許

せ

な

い

性

格

で

あ

っ

た

と

言

え

る

だ

ろ

う

。 

 

第

二

節 

浄

土

を

願

う 

直

実

は

出

家

後

、

法

然

と

出

会

う

以

前

よ

り

浄

土

の

教

え

を

知

っ

て

い

た

と

さ

れ

る

。

久

下

直

光

と

の

相

論

の

の

ち

、

西

上

す

る

途

中

で

走

湯

山

の

専

光

房

に

宥

め

ら

れ

、

そ

の

後

、

走

湯

山

（

伊

豆

山

）

に

留

住

す

る

よ

う

に

な

る

。

こ

の

走

湯

山

は

仏

教

が

盛

ん

な

場

所

で

あ

り

、
当

時

よ

り

浄

土

の

教

え

は

存

在

し

て

い

た

。『

吾

妻

鏡

』
に

は

直

実

は

走

湯

山

で

浄

土

宗

の

教

え

に

出

会

っ

た

と

記

載

さ

れ

て

い

る

。 
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己

酉

。

走

湯

山

の

住

僧

で

あ

る

専

光

房

（

良

暹

）

が

使

者

を

送

っ

て

申

し

て

き

た

。
「
（

熊

谷

）

直

実

の

こ

と

に

つ

い

て

ご

命

令

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、
東

海

道

に

走

り

向

か

い

ま

し

た

と

こ

ろ

、（

直

実

は

）
上

洛

企

て

て

い

ま

し

た

の

で

、
た

ま

た

ま

出

会

う

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。
（

直

実

は

）
す

で

に

僧

の

姿

で

し

た

。
そ

し

て

そ

の

様

子

は

特

に

異

様

で

、
た

だ
（

頼

朝

の

）
ご

命

令

だ

と

い

っ

て

抑

え

留

め

て

も

、

全

く

承

知

す

る

は

ず

も

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

こ

で

ま

ず

出

家

の

功

徳

を

褒

め

称

え

、

そ

の

後

ど

う

に

か

草

庵

に

誘

っ

て

、

同

門

の

僧

侶

た

ち

を

集

め

浄

土

宗

の

お

し

え

に

つ

い

て

語

り

ま

し

た

。

よ

う

や

く

彼

の

鬱

憤

を

宥

め

た

後

、

一

通

の

書

状

を

書

い

て

遁

世

し

行

方

を

く

ら

ま

し

た

こ

と

に

つ

い

て

諫

言

し

ま

し

た

。

そ

れ

に

よ

り

上

洛

に

つ

い

て

は

た

め

ら

う

気

持

ち

が

生

じ

た

よ

う

で

す

。
そ

の

書

状

の

案

文

を

進

上

し

ま

す

」
。
将

軍

家
（

源

頼

朝

）
は

た

い

そ

う

に

感

心

さ

れ

、

さ

ら

に

秘

策

を

練

っ

て

上

洛

を

止

め

る

よ

う

に

命

じ

ら

れ

た

と

い

う

。
９ 

こ

の

浄

土

宗

の

教

え

と

い

う

の

は

、
原

文

に

は

浄

土

宗

法

門

と

記

載

さ

れ

て

い

る

。
福

田

行

慈
１
０

は

浄

土

法

門

と

あ

る

べ

き

と

こ

ろ

を

編

者

が

浄

土

宗

法

門

と

記

し

た

の

で

は

な

い

か

と

考

察

し

て

い

る

。
ま

た

、
梶

村

昇
１
１

は

京

で

法

然

の

教

え

を

受

け

走

湯

山

へ

下

っ

て

き

た

尼

公

で

あ

る

妙

真

尼

が

、

直

実

に

浄

土

宗

の

法

門

を

つ

た

え

た

と

し

て

い

る

。

妙

真

尼

は

自

分

の

往

生

を

予

告

し

た

と

さ

れ

て

お

り

、

こ

の

こ

と

が

影

響

を

与

え

、

直

実

の

予

告

往

生

に

つ

な

が

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

ら

れ

る

。

も

っ

と

も

、

後

の

法

然

と

の

出

会

い

よ

り

み

る

に

、

走

湯

山

で

は

詳

し

い

法

然

の

教

え

を

聞

い

て

は

い

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

こ

の

期

間

、

自

分

の

罪

業

の

深

さ

、

世

の

不

条

理

を

強

く

嘆

い

て

い

た

に

違

い

な

い

。 

そ

の

後

、

聖

覚

の

紹

介

を

経

て

京

の

法

然

の

も

と

を

訪

れ

る

こ

と

と

な

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

も

、

直

実

は

当

時

伊

豆

山

に

い

る

時

点

で

浄

土

の

教

え

に

興

味

を

抱

い

て

い

た

の

だ

と

わ

か

る

。 
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第

三

節 

法

然

と

の

出

会

い 

 

建

久

四

年

（

１

１

９

３

）

三

月

、

直

実

は

初

め

て

法

然

に

会

う

。 
 

 
 

罪

の

軽

重

を

い

は

ず

、

た

ゞ

念

佛

だ

に

も

申

せ

ば

往

生

す

る

な

り

、

別

の

様

な

し

と

の

給

を

き

ゝ

て

さ

め

〲

と

泣

け

れ

な

、

け

し

か

ら

ず

と

思

ひ

た

ま

ひ

て

も

の

も

の

給

わ

ず

、

し

ば

ら

く

あ

り

て

、

な

に

事

に

泣

給

ぞ

と

仰

ら

れ

け

れ

ば

、

手

足

を

も

き

り

命

を

も

す

て

ゝ

ぞ

、

後

生

は

た

す

ら

む

ず

る

と

ぞ

う

け

給

は

ら

む

ず

ら

ん

と

、

存

ず

る

と

こ

ろ

に

、

た

ゞ

念

佛

だ

に

も

申

せ

ば

往

生

す

る

ぞ

と

、

や

す

〱

と

仰

を

か

ふ

り

侍

れ

ば

、

あ

ま

り

の

う

れ

し

く

て

、

な

か

れ

侍

る

よ

し

を

ぞ

申

し

け

る

。
１
２ 

 

直

実

は

気

性

が

荒

く

大

雑

把

な

部

分

と

反

対

に

、『

平

家

物

語

』
に

お

け

る

敦

盛

の

首

を

落

と

し

た

時

の

よ

う

に

、
自

ら

を

省

み

て

嘆

き

悲

し

む

、

繊

細

な

心

も

持

っ

て

い

た

よ

う

で

あ

る

。

直

実

は

法

然

よ

り

「

た

だ

念

仏

申

せ

ば

往

生

す

る

」

と

聞

き

、

感

動

し

て

涙

を

流

し

た

。

勇

猛

果

敢

な

武

士

と

し

て

広

く

名

を

知

ら

れ

た

直

実

が

突

然

泣

き

出

す

の

で

あ

る

。

法

然

は

驚

い

た

の

だ

ろ

う

。

な

ぜ

泣

い

て

い

る

の

か

と

尋

ね

る

と

「

武

士

と

し

て

生

き

、

多

く

の

命

を

奪

っ

て

き

た

自

分

が

往

生

す

る

に

は

、

手

足

を

切

り

、

命

を

絶

つ

ほ

ど

の

こ

と

を

す

る

必

要

が

あ

る

と

思

っ

て

い

た

。

た

だ

念

仏

を

申

せ

ば

往

生

す

る

と

聞

い

て

、

あ

ま

り

に

嬉

し

く

て

泣

い

て

い

る

」

と

答

え

た

。 

 

「

た

だ

念

仏

を

申

せ

ば

往

生

す

る

」

と

い

う

教

え

は

、

法

然

教

学

の

核

と

な

る

思

想

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

仏

教

の

教

え

と

し

て

は

異

質

で

あ

り

、

当

時

に

お

い

て

も

直

観

に

反

す

る

理

論

で

あ

っ

た

だ

ろ

う

。

仏

教

の

基

本

は

因

果

応

報

で

あ

る

。

直

実

は

、

殺

生

を

続

け

て

き

た

自

分

が

救

わ

れ

る

に

は

、

そ

れ

相

応

の

対

価

が

必

要

だ

と

考

え

て

い

た

。

自

分

の

罪

業

を

嘆

い

て

苦

悩

し

続

け

た

直

実
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に

と

っ

て

、

法

然

の

教

え

は

強

く

ひ

か

れ

る

も

の

で

あ

っ

た

。 

  

第

三

章 

直

実

の

信

仰 

第

一

節 

上

品

上

生

往

生

願 

元

久

元

年

（

一

二

〇

四

年

）

五

月

十

三

日

、

直

実

は

自

分

の

上

品

上

生

を

願

う

願

を

起

こ

し

た

。

清

凉

寺

所

蔵

の

熊

谷

直

実

自

筆

置

文

に

そ

の

旨

が

記

さ

れ

て

い

る

。 

 
 

い

っ

さ

い

（

一

切

）

の

う

え

ん

（

有

縁

）

の

す

し

よ

う

（

衆

生

）

一

人

も

の

こ

（

残

）

さ

す

ら

い

か

う

（

来

迎

）

せ

ん

。

も

し

（

若

）

ハ

む

え

ん

（

無

縁

）

ま

て

（

迄

）

ニ

も

思

ひ

か

け

て

（

懸

）

と

ふ

ら

は

（

訪

）

ん

か

た

め

（

為

）

に

、

た

ゝ

（

只

）

ひ

と

へ
（

偏

）
に

人

の

た

め
（

為

）
に

蓮

生

上

品

上

生

二

う

ま

れ

ん

。
さ

ら
（

然

）
ぬ

ほ

と
（

程

）
な

ら

ハ

下

八

品

ニ

ハ

う
（

生

）

ま

る

ま

し

。（

中

略

）
あ

み

た

ほ

と

け
（

阿

弥

陀

仏

）
も

し
（

若

）
む

か

へ
（

迎

）
給

は

す

ハ

、
た

い

ヽ

ち
（

第

一

）
に

み

た
（

弥

陀

）
の

品

く

わ

ん
（

本

願

）
や

ふ

れ
（

破

）
給

ひ

な

ん

す

。
（

中

略

）
さ

く
（

釈

）
の

こ

と

〱
（

悉

）
く

こ

れ

ら

ほ

と

け
（

此

等

仏

）
の

く

わ

ん
（

願

）
と

い

い
（

云

）
、
ほ

と

け

の
（

仏

）
の

こ

と
（

詞

）
ハ

と

い

ゝ
（

云

）
、
せ

ん

た

う
（

善

導

）
に

さ

く
（

釈

）

と

い

ゝ

（

云

）
、

も

し

（

若

）

□

□

□

□

を

む

か

へ

（

迎

）

給

ハ

す

ハ

、

み

な

（

皆

）

や

ふ

れ

て

（

破

れ

て

）
、

お

の

（

各

）

〱

ま

う

こ

（

妄

語

）

の

つ

み

（

罪

）

え

（

得

）

給

ひ

な

ん

す

。
１
３ 

最

初

に

、

上

品

上

生

の

往

生

を

願

う

理

由

を

述

べ

て

い

る

。

上

品

上

生

に

往

生

し

て

仏

に

な

り

、

来

迎

し

て

有

縁

・

無

縁

の

衆

生
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を

一

人

も

残

さ

ず

救

い

た

い

、

そ

の

た

め

に

は

上

品

上

生

で

な

く

て

は

な

ら

ず

、

下

八

品

に

生

ま

れ

る

く

ら

い

な

ら

ば

浄

土

に

生

ま

れ

た

く

な

い

と

い

う

。

そ

し

て

、

も

し

も

こ

の

よ

う

な

願

を

起

こ

し

た

自

分

が

上

品

上

生

に

生

ま

れ

な

け

れ

ば

、

弥

陀

の

本

願

、

浄

土

三

部

経

の

文

、

善

導

の

釈

が

す

べ

て

嘘

で

あ

っ

た

こ

と

に

な

り

、

弥

陀

・

釈

迦

・

善

導

が

妄

語

の

罪

を

犯

し

た

こ

と

と

な

る

と

述

べ

、

そ

れ

に

よ

っ

て

上

品

上

生

往

生

へ

の

確

信

を

深

め

て

い

る

。
１
４ 

注

目

す

べ

き

は

、

直

実

が

上

品

上

生

を

願

う

の

は

自

分

の

た

め

で

は

な

い

と

い

う

点

で

あ

る

。

直

実

の

上

品

上

生

願

は

、

直

実

の

そ

の

気

性

の

荒

さ

と

相

ま

っ

て

、

自

分

勝

手

な

理

由

で

上

品

上

生

を

望

ん

で

い

る

姿

が

想

像

さ

れ

る

。

事

実

、

直

実

は

目

立

ち

た

が

り

屋

な

側

面

が

あ

り

、

過

大

な

表

現

を

好

ん

で

い

た

の

で

あ

ろ

う

。

し

か

し

、

こ

の

上

品

上

生

願

は

決

し

て

自

分

の

た

め

で

は

な

か

っ

た

。

あ

く

ま

で

も

、

自

ら

の

深

い

業

を

自

覚

し

た

う

え

で

、

一

切

の

有

縁

は

も

ち

ろ

ん

、

無

縁

の

衆

生

も

救

い

た

い

と

い

う

心

よ

り

く

る

も

の

で

あ

り

、

そ

の

た

め

に

は

上

品

上

生

に

生

ま

れ

る

必

要

が

あ

る

と

考

え

て

い

た

。 

こ

の

直

実

の

往

生

理

解

は

、

法

然

の

往

生

理

解

と

異

な

る

と

さ

れ

る

こ

と

が

あ

る

が

、

実

際

に

は

法

然

の

思

想

に

も

強

い

上

品

往

生

信

仰

が

あ

っ

た

と

さ

れ

て

い

る

。
『

三

部

経

大

意

』 
や

『

往

生

浄

土

用

心

』

な

ど

に

見

ら

れ

る

。 

上

古

ヨ

リ

已

来

、
多

下

品

ト

云

ヘ

ト

モ

可

足
ヌ

一

ナ

ム

ト

云

テ

上

中

品

ヲ

欣

ワ

ス

、
是

ハ

悪

業

ノ

重

ニ

恐

テ

心

ヲ

上

品

ニ

カ

ケ

サ

ル

ナ

リ

。

若

夫

レ

悪

業

ヨ

ラ

ハ

惣

シ

テ

往

生

ス

ヘ

カ

ラ

ス

、

願

力

ニ

ヨ

リ

テ

生

セ

リ

。

何

ソ

上

品

ニ

ス

ヽ

マ

ム

事

ヲ

望

ミ

カ

タ

シ

ト

セ

ム

ヤ

。

惣

テ

弥

陀

ノ

浄

土

ヲ

儲

給

事

ハ

、

願

力

ノ

成

就

ス

ル

故

也

。

然

ラ

ハ

又

念

仏

ノ

衆

生

ノ

正

ク

ハ

生

ス

ヘ

キ

国

土

也
（

中

略

）
。
上

品

ハ

大

乗

ノ

凡

夫

、
菩

提

心

等

ノ

行

也

。
菩

提

心

ハ

諸

宗

各

ノ

得
タ

リ

意
一

云

ト

モ

、
浄

土

宗

ノ

心

ハ

浄

土

ニ

生

レ

ム

ト

願

ル

ヲ

菩

提

心

ト

云

ヘ

リ

。
念

仏

ハ

是

大

乗

行

也

。
無

上

ノ

功

徳

也

。
然

ハ

上

品

ノ

往

生

手

ヲ

ヒ

ク

ヘ

カ

ラ

ス

。（

中

略

）



コピー厳禁

 

14 

 

又

善

導

和

尚

三

万

巳

上

ハ

上

品

往

生

ノ

業

也

ト

云

エ

リ

。

数

返

ニ

ヨ

リ

テ

モ

上

品

ニ

生

ス

ヘ

シ

。

又

三

心

ニ

ツ

イ

テ

九

品

ア

ル

ヘ

シ

。

信

心

ニ

ヨ

リ

テ

モ

上

品

ニ

生

ス

ヘ

キ

歟

。

上

品

ヲ

欣

ウ

事

、

我

身

ノ

為

ニ

ア

ラ

ス

、

彼

ノ

国

ニ

ウ

マ

レ

ヲ

ワ

リ

テ

、

カ

ヘ

リ

テ

疾

ク

衆

生

ヲ

化

セ

ム

カ

為

也

。

是

仏

ノ

御

心

ニ

カ

ナ

ハ

サ

ラ

ム

ヤ

。
１
５ 

 

往

生

は

仏

の

願

力

に

よ

っ

て

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

ま

た

浄

土

は

念

仏

の

衆

生

が

生

ま

れ

る

べ

き

場

所

だ

か

ら

、

上

品

上

生

往

生

か

ら

手

を

引

く

べ

き

で

は

な

い

と

い

う

。

上

品

を

願

う

事

は

我

が

身

の

た

め

で

は

な

く

、

仏

の

御

心

に

か

な

う

こ

と

で

あ

る

と

ま

と

め

て

い

る

。

上

品

上

生

か

ら

手

を

引

く

べ

き

こ

と

は

な

い

と

い

う

内

容

か

ら

は

、

法

然

自

身

も

上

品

上

生

往

生

を

願

っ

て

い

た

と

考

え

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る

。

実

際

、

法

然

は

毎

日

何

万

回

も

念

仏

を

称

え

て

お

り

、

上

品

上

生

に

生

ま

れ

る

た

め

の

実

践

を

行

っ

て

い

た

。 毎

日

御

所

作

六

萬

遍

め

て

た

く

候

。
う

た

か

い

の

心

た

に

も

候

ね

は

、
十

念

一

念

も

往

生

は

し

候

へ

と

も

、
お

ほ

く

申

候

へ

は

、

上

品

に

む

ま

れ

候

。

釈

に

も

上

品

花

臺

見

慈

主

、

至

者

皆

因

念

佛

多

と

候

へ

は

。
１
６ 

こ

れ

も

法

然

が

多

念

に

よ

り

上

品

上

生

往

生

を

認

め

て

い

た

こ

と

が

記

さ

れ

て

い

る

。

十

念

や

一

念

の

少

な

い

念

仏

で

あ

っ

て

も

往

生

す

る

こ

と

は

で

き

る

が

、

多

く

念

仏

を

称

え

れ

ば

上

品

に

生

ま

れ

る

と

い

う

。 

さ

ら

に

、

北

条

政

子

宛

と

さ

れ

る

書

状

に

も

、

上

品

上

生

指

向

が

見

ら

れ

る

。 

カ

カ

ル

不

信

ノ

衆

生

ヲ

オ

モ

ヘ

ハ

、

過

去

ノ

父

母

兄

弟

親

類

也

ト

オ

モ

ヒ

候

ニ

モ

、

慈

悲

ヲ

オ

コ

シ

テ

、

念

佛

カ

カ

テ

申

テ

、

極

楽

ノ

上

品

上

生

ニ

マ

イ

リ

テ

、

サ

ト

リ

ヲ

ヒ

ラ

キ

、

生

死

ニ

カ

ヘ

リ

テ

、

誹

謗

不

信

ノ

人

ヲ

モ

ム

カ

エ

ド

モ

、

善

根

ヲ

修

シ

テ

ハ

、

オ

ホ

シ

メ

シ

ヘ

キ

事

ニ

テ

候

也

。

コ

ノ

ヨ

シ

ヲ

御

コ

コ

ロ

エ

ア

ル

ヘ

キ

ナ

リ

。
１
７ 
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法

然

は

た

と

え

信

を

も

た

ず

念

仏

を

謗

る

よ

う

な

も

の

に

あ

っ

て

も

、

過

去

の

父

母

や

兄

弟

、

親

類

の

よ

う

に

思

っ

て

慈

悲

を

お

こ

し

、

念

仏

を

称

え

て

上

品

上

生

に

生

ま

れ

て

悟

り

を

開

い

た

の

ち

に

、

生

死

の

世

界

に

も

ど

っ

て

誹

謗

不

信

の

人

を

も

救

お

う

と

思

い

な

さ

い

と

告

げ

て

い

る

。 

 

鍋

島

直

樹

は

こ

の

書

状

を

挙

げ

、

法

然

が

上

品

上

生

を

目

指

す

真

意

に

つ

い

て

、

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

 
 

た

だ

し

こ

こ

で

法

然

が

上

品

上

生

往

生

を

念

仏

者

の

理

想

的

な

行

道

と

し

て

考

え

た

の

は

、

前

編

（

一

）

で

も

述

べ

た

よ

う

、

自

己

自

身

の

彼

土

得

証

と

い

う

こ

と

を

つ

き

ぬ

け

て

、

再

び

こ

の

生

死

苦

悩

の

娑

婆

に

還

来

し

て

一

切

の

存

在

を

救

済

し

つ

づ

け

よ

う

と

し

た

た

め

で

あ

り

、

決

し

て

と

ど

ま

る

こ

と

の

な

い

、

大

乗

菩

薩

道

の

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

ス

の

中

に

念

仏

者

自

ら

が

参

徹

す

る

こ

と

志

願

と

し

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。
１
８ 

つ

ま

り

法

然

は

、

往

生

の

の

ち

に

生

死

の

世

界

に

も

ど

り

衆

生

を

救

済

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

上

品

上

生

往

生

を

認

め

て

い

た

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

直

実

が

上

品

上

生

を

願

う

理

由

は

一

切

の

有

縁

・

無

縁

の

衆

生

を

救

済

す

る

こ

と

で

あ

り

、

こ

れ

は

ま

さ

に

法

然

が

述

べ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。 

一

方

で

、

直

実

の

上

品

上

生

願

い

に

は

特

異

な

箇

所

が

あ

る

。

そ

れ

は

、

上

品

上

生

に

生

ま

れ

な

け

れ

ば

下

八

品

に

は

生

ま

れ

た

く

な

い

と

主

張

し

て

い

る

点

で

あ

る

。

法

然

の

場

合

、

な

る

べ

く

高

い

位

に

往

生

す

る

こ

と

が

好

ま

し

く

、

そ

の

至

上

の

位

と

し

て

の

上

品

上

生

で

あ

る

と

し

、

そ

の

ほ

か

の

位

の

延

長

線

上

に

理

解

し

て

い

た

。

そ

れ

に

対

し

、

直

実

は

上

品

上

生

に

生

ま

れ

る

こ

と

が

で

き

な

い

の

で

あ

れ

ば

、

下

八

品

に

は

生

ま

れ

た

く

な

い

と

し

て

、

上

品

上

生

の

み

に

対

す

る

強

い

こ

だ

わ

り

を

見

せ

た

。

も

ち

ろ

ん

、

直

実

の

性

格

に

起

因

し

た

、

過

剰

な

表

現

で

あ

っ

た

可

能

性

は

否

定

で

き

な

い

も

の

の

、

直

実

は

上

品

上

生

を

他

八

品

と

明
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確

に

異

な

る

も

の

と

理

解

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

『

十

二

問

答

』

よ

り

、

極

楽

に

お

け

る

九

種

類

の

階

位

に

つ

い

て

の

質

問

に

対

し

て

、

法

然

は

次

の

よ

う

に

答

え

て

い

る

。 

 
 

答

。

極

楽

ノ

九

品

ハ

弥

陀

ノ

本

願

ニ

ア

ラ

ズ

。

四

十

八

願

ノ

中

ニ

ナ

シ

。

コ

レ

ハ

釈

尊

ノ

巧

言

ナ

リ

。

善

人

、

悪

人

一

処

ニ

ム

マ

ル

ト

イ

ハ

バ

、

悪

業

ノ

モ

ノ

ド

モ

、

慢

心

ヲ

オ

コ

ス

ベ

キ

ガ

ユ

ヘ

ニ

、

品

位

差

別

ヲ

ア

ラ

セ

テ

、

善

人

ハ

上

品

ニ

ス

ス

ミ

、

悪

人

ハ

下

品

ニ

ク

ダ

ル

ナ

リ

ト

、

ト

キ

タ

マ

フ

ナ

リ

。

イ

ソ

ギ

マ

イ

リ

テ

ミ

ル

ベ

シ

。
１
９ 

上

品

上

生

を

願

う

こ

と

を

認

め

た

も

の

の

、

反

対

に

極

楽

の

九

品

は

弥

陀

の

本

願

に

な

い

と

い

う

。

無

量

寿

経

の

四

十

八

願

に

は

九

品

の

差

は

説

か

れ

て

お

ら

ず

、

釈

尊

の

巧

言

で

あ

る

。

善

人

も

悪

人

も

生

ま

れ

る

場

所

に

差

は

な

く

、

同

じ

と

こ

ろ

に

う

ま

れ

る

が

、

だ

か

ら

と

い

っ

て

悪

業

の

者

が

慢

心

を

起

こ

し

て

は

い

け

な

い

の

で

、

品

位

の

差

別

が

説

か

れ

た

の

で

あ

り

、

つ

ま

り

九

品

の

理

解

は

方

便

の

教

え

で

あ

る

。

こ

れ

が

法

然

の

九

品

理

解

の

結

論

と

い

え

る

だ

ろ

う

。

鍋

島

直

樹

は

こ

れ

ら

の

こ

と

を

次

の

よ

う

に

ま

と

め

て

い

る

。 

 

九

品

迎

摂

思

想

は

、

法

然

に

と

っ

て

は

、

最

終

的

に

は

釈

尊

の

方

便

仮

説

で

あ

っ

て

、

阿

弥

陀

仏

の

本

願

で

は

な

い

と

考

え

て

い

た

。
こ

こ

よ

り

法

然

は

、
す

で

に

平

安

浄

土

教

の

特

色

で

あ

る
『

観

無

量

寿

経

』
の

九

品

迎

摂

よ

り

も

、
『

無

量

寿

経

』
第

十

八

願

を

教

法

の

中

核

と

し

て

尊

重

し

、
九

品

の

迎

接

の

差

別

相

の

形

態

に

は

、
も

は

や

あ

ま

り

固

執

し

な

か

っ

た

と

い

え

よ

う

。

２
０ 

 

直

実

に

お

け

る

上

品

上

生

願

は

、

上

品

上

生

を

願

う

こ

と

自

体

は

法

然

の

勧

め

る

と

こ

ろ

で

あ

り

、

不

自

然

で

は

な

い

が

、

九

品

の

差

別

そ

の

も

の

に

対

す

る

理

解

が

法

然

と

異

な

っ

て

お

り

、

上

品

上

生

の

み

を

願

い

下

八

品

を

廃

す

る

態

度

に

直

実

の

教

義

理

解
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の

特

異

な

点

が

あ

る

と

結

論

づ

け

ら

れ

る

。 

 
第

二

節 

予

告

往

生 

直

実

は

阿

弥

陀

仏

の

お

告

げ

を

聞

き

、

自

ら

の

往

生

の

日

時

を

予

告

す

る

。

四

月

三

日

付

け

書

状

に

よ

る

と

、

直

実

に

は

そ

の

前

兆

が

起

こ

っ

て

い

た

よ

う

で

あ

る

。

こ

の

手

紙

は

、

直

実

が

様

々

な

奇

瑞

の

感

得

を

法

然

に

報

告

し

た

返

答

で

あ

る

。

証

空

が

源

空

の

意

を

う

け

て

代

筆

し

た

と

さ

れ

る

。 

つ

か

は

さ

れ

る

御

返

事

云

、
こ

の

條

こ

そ

、
と

か

く

申

に

及

ば

ず

目

出

度

候

へ

、
往

生

さ

せ

給

た

ら

ん

に

は

、
す

ぐ

れ

て

覺

候

。

（

中

略

）

佛

道

に

は

魔

事

と

申

事

の

ゆ

ゝ

し

き

大

事

に

て

候

也

、

よ

く

御

用

心

候

べ

き

也

。
２
１ 

直

実

が

奇

瑞

を

感

じ

た

た

こ

と

は

め

で

た

い

こ

と

で

あ

る

が

、

仏

道

に

は

魔

事

と

い

う

お

そ

ろ

し

い

こ

と

が

あ

る

か

ら

用

心

す

る

よ

う

に

と

、

た

た

え

る

と

と

も

に

戒

め

て

い

る

。 

こ

の

奇

瑞

に

つ

い

て

の

記

述

は

、

先

に

述

べ

た

上

品

上

生

を

願

う

誓

願

文

に

も

み

ら

れ

る

。

誓

願

文

の

末

尾

で

は

、

阿

弥

陀

仏

に

向

か

っ

て

、

私

の

願

が

成

就

す

る

と

い

う

な

ら

、

だ

れ

も

疑

う

こ

と

が

で

き

な

い

よ

う

な

し

る

し

を

見

せ

て

く

だ

さ

い

と

言

っ

て

い

る

。

こ

の

時

点

か

ら

自

ら

の

往

生

の

証

と

な

る

も

の

を

意

識

し

て

い

た

の

だ

ろ

う

。 

 

歴

史

上

、

自

ら

の

往

生

の

予

告

を

し

た

人

は

直

実

に

限

ら

な

い

。

先

に

述

べ

た

妙

真

尼

も

そ

う

で

あ

る

。

梶

村

昇

は

妙

真

尼

の

あ

た

え

た

影

響

に

つ

い

て

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

 
 

（

妙

真

尼

が

予

告

往

生

を

し

た

）

こ

の

時

か

ら

十

六

、

七

年

後

の

こ

と

に

な

る

が

、

直

実

は

、

妙

真

尼

と

同

じ

よ

う

に

予

告

往
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生

を

す

る

の

で

あ

る

。

妙

な

比

較

を

し

て

申

し

訳

な

い

が

、

仏

教

徒

に

お

け

る

予

告

往

生

は

、

武

士

の

合

戦

に

お

け

る

一

番

乗

り

の

よ

う

な

も

の

で

、

い

ず

れ

も

世

間

の

耳

目

を

そ

ば

だ

た

せ

る

に

は

十

分

で

あ

る

。

純

情

な

豪

傑

直

実

に

は

、

妙

真

尼

の

予

告

往

生

が

驚

嘆

す

べ

き

も

の

と

し

て

映

っ

た

の

で

は

な

い

か

、

と

私

に

は

思

わ

れ

て

な

ら

な

い

。

こ

う

考

え

れ

ば

、

直

実

の

生

涯

に

お

け

る

こ

の

尼

公

の

影

響

は

大

変

な

も

の

で

あ

っ

た

と

言

え

る

。
２
２ 

 

梶

村

昇

は

武

士

の

合

戦

に

よ

る

一

番

乗

り

と

表

現

し

た

が

、

直

実

の

性

格

を

考

え

る

な

ら

ば

、

注

目

を

浴

び

る

た

め

に

往

生

を

予

告

し

た

と

も

考

え

ら

れ

る

。

少

な

く

と

も

、

直

実

の

行

動

か

ら

見

え

て

く

る

予

告

往

生

は

、

自

ら

の

死

を

じ

っ

と

迎

え

る

大

人

し

い

も

の

で

は

な

く

、
声

を

張

り

上

げ

て

念

仏

を

称

え

る

よ

う

な

派

手

で

華

々

し

い

も

の

で

あ

っ

た

よ

う

だ

。『

四

十

八

巻

伝

』
に

そ

の

時

の

様

子

が

伝

え

ら

れ

て

い

る

。 

建

永

元

年

八

月

に

、
蓮

生

は

明

年

二

月

八

日

、
往

生

す

べ

し

、
申

す

と

こ

ろ

も

し

不

審

あ

ら

ん

人

は

、
き

た

り

て

見

べ

き

よ

し

、

武

蔵

国

村

岡

の

市

に

札

を

立

て

さ

せ

け

り

。

つ

た

へ

き

く

と

も

が

ら

、

遠

近

を

わ

か

ず

、

熊

谷

が

宿

所

へ

群

集

す

る

事

、

い

く

千

万

と

い

ふ

事

を

し

ら

ず

、

す

で

に

其

日

に

な

り

け

れ

ば

、

蓮

生

未

明

に

、

沐

浴

し

て

、

礼

盤

に

の

ぼ

り

て

、

高

声

念

仏

躰

を

せ

む

る

事

、

た

と

へ

を

と

る

に

も

の

な

し

。

諸

人

目

を

す

ま

す

と

こ

ろ

に

、

し

ば

ら

く

あ

り

て

念

仏

を

と

ゞ

め

、

目

を

ひ

ら

き

て

今

日

の

往

生

を

延

引

せ

り

、

来

九

月

四

日

、

か

な

ら

ず

本

意

を

遂

べ

し

、

そ

の

日

来

臨

あ

る

べ

し

と

申

け

れ

ば

、

群

集

の

輩

あ

ざ

け

り

を

な

し

て

か

へ

り

ぬ

。

妻

子

眷

属

、

面

目

な

き

わ

ざ

な

り

と

嘆

け

れ

ば

、

弥

陀

如

来

の

御

告

に

よ

り

て

、

来

九

月

を

ち

ぎ

る

と

こ

ろ

な

り

、 

ま

た

く

わ

た

く

し

の

は

か

ら

ひ

に

あ

ら

ず

、

と

い

で

申

け

る

。
２
３ 

 

直

実

は

武

藏

国

村

岡

に

「

明

年

二

月

八

日

に

往

生

す

る

。

不

信

が

あ

る

も

の

は

来

な

さ

い

」

と

書

い

た

札

を

立

て

た

。

自

ら

の

往
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生

に

人

を

集

め

る

様

子

は

、

目

立

ち

た

が

り

で

あ

る

直

実

な

ら

で

は

の

こ

と

で

あ

ろ

う

。

未

明

に

起

き

、

沐

浴

を

し

て

、

礼

盤

に

の

ぼ

り

、

声

を

張

っ

て

念

仏

を

称

え

た

が

、

突

然

念

仏

を

や

め

、

目

を

見

開

き

、

来

る

九

月

四

日

へ

の

延

期

を

告

げ

た

。

群

衆

は

あ

ざ

け

笑

い

、

妻

子

眷

属

は

面

目

を

失

っ

て

嘆

き

悲

し

ん

だ

と

い

う

。

傍

か

ら

見

る

と

あ

の

勇

猛

果

敢

な

直

実

が

恐

れ

を

な

し

て

予

告

往

生

を

延

期

し

た

よ

う

に

み

え

た

の

だ

ろ

う

。

直

実

自

身

は

と

い

う

と

、

阿

弥

陀

仏

が

そ

う

告

げ

た

の

で

あ

る

か

ら

、

私

の

し

る

と

こ

ろ

で

は

な

い

と

、

気

に

し

て

い

な

い

様

子

で

あ

る

。

も

っ

と

も

、

相

手

が

直

実

で

あ

る

か

ら

、

群

衆

も

面

と

向

か

っ

て

批

判

す

る

こ

と

は

な

か

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。 

 

そ

し

て

二

回

目

と

な

る

予

告

の

時

は

、

次

の

よ

う

に

伝

わ

っ

て

い

る

。 

さ

る

程

に

、

光

陰

ほ

ど

な

く

う

つ

り

て

。

春

夏

も

す

ぎ

に

け

り

。

八

月

の

す

え

に

い

さ

ゝ

か

な

や

む

事

あ

り

け

る

が

、

九

月

一

日

、

そ

ら

に

音

楽

を

き

ゝ

て

の

ち

、

更

に

苦

痛

な

く

身

心

安

楽

な

り

。

四

日

の

後

夜

に

沐

浴

し

て

、

や

う

や

く

臨

終

の

用

意

を

な

す

。

諸

人

ま

た

群

集

す

る

事

、

さ

か

り

な

る

市

の

ご

と

し

。

す

で

に

巳

刻

に

い

た

る

に

、

上

人

弥

陀

来

迎

の

三

尊

、

化

仏

菩

薩

の

形

像

を

、

一

鋪

に

図

絵

せ

ら

れ

て

、

秘

蔵

し

給

け

る

を

、

蓮

生

洛

陽

よ

り

、

武

州

へ

下

け

る

と

き

、

給

は

り

た

る

け

る

を

懸

た

て

ま

つ

り

て

、
端

坐

合

掌

し

、
高

声

念

仏

熾

盛

に

し

て

、
念

仏

と

ゝ

も

に

息

と

ど

ま

る

と

き

、
口

よ

り

ひ

か

り

を

は

な

つ

、

な

が

さ

五

六

寸

ば

か

り

な

り

。

紫

雲

靉

靆

と

し

て

音

楽

髣

髴

た

り

、

異

香

芬

郁

し

大

地

振

動

す

。

奇

瑞

連

綿

と

し

て

五

日

の

卯

時

に

い

た

る

。
２
４ 

 

九

月

の

四

日

の

夜

に

臨

終

の

用

意

を

し

て

、

群

衆

の

見

守

る

中

、

念

仏

を

称

え

つ

つ

そ

の

ま

ま

に

息

を

引

き

取

っ

た

。

奇

瑞

は

翌

朝

ま

で

続

い

た

と

い

う

。

重

要

な

の

は

、

往

生

し

た

か

ど

う

か

で

あ

る

。

さ

ら

に

続

く

。 
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翌

日

子

刻

に

入

棺

の

と

き

、

又

異

香

・

音

楽

等

の

瑞

さ

き

の

ご

と

し

、

卯

時

に

い

た

り

て

紫

雲

に

し

よ

り

き

た

り

て

、

家

の

上

に

と

ゞ

ま

る

事

一

時

あ

ま

り

あ

り

て

、

西

を

さ

し

て

さ

り

ぬ

。

こ

れ

ら

の

瑞

相

等

、

遺

言

に

ま

か

せ

て

聖

覚

法

印

の

も

と

へ

し

る

し

お

く

り

け

り

。

往

生

の

霊

異

す

こ

ぶ

る

比

類

ま

れ

な

る

事

に

な

ん

侍

け

れ

ば

、

ま

こ

と

に

上

品

上

生

の

往

生

う

た

が

ひ

な

し

と

ぞ

申

あ

ひ

け

る

。
２
５ 

 

六

日

の

真

夜

中

に

入

棺

し

た

。

こ

の

と

き

、

異

香

・

音

楽

が

周

囲

を

と

り

ま

き

、

紫

の

雲

が

西

か

ら

た

な

び

い

た

と

い

う

。

こ

れ

に

よ

っ

て

、
人

々

は

直

実

の

往

生

は

間

違

い

な

い

と

話

し

合

っ

た

。『

四

十

八

巻

伝

』
に

お

け

る

直

実

の

記

述

は

こ

こ

で

終

わ

っ

て

い

る

。 

 

直

実

は

元

久

元

年

に

上

品

上

生

往

生

の

願

い

を

立

て

た

。
そ

れ

に

よ

り

、
往

生

の

確

信

を

深

め

て

予

告

往

生

へ

と

至

る

。
つ

ま

り

、

直

実

の

予

告

往

生

は

上

品

上

生

往

生

の

立

願

と

一

連

の

も

の

だ

と

い

え

る

だ

ろ

う

。

直

実

の

信

仰

の

あ

り

方

は

、

頑

固

で

激

し

く

、

そ

し

て

一

貫

し

て

い

た

。 

こ

れ

ら

の

出

来

事

よ

り

考

え

る

に

、

ひ

ょ

っ

と

す

る

と

直

実

の

心

に

は

往

生

を

疑

う

心

が

あ

っ

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

言

い

換

え

る

な

ら

ば

、

直

実

は

見

か

け

よ

り

も

小

心

者

で

、

自

分

の

往

生

に

確

信

が

も

て

て

い

な

か

っ

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

直

実

が

自

身

の

往

生

に

揺

る

が

ぬ

確

信

を

持

っ

て

い

た

な

ら

ば

、

奇

瑞

の

有

無

に

一

喜

一

憂

す

る

こ

と

や

、

自

ら

の

往

生

に

群

衆

を

集

め

て

証

明

す

る

よ

う

な

必

要

は

な

か

っ

た

だ

ろ

う

。

奇

瑞

が

な

く

と

も

ど

う

ど

う

と

往

生

の

時

を

待

つ

だ

け

で

よ

い

は

ず

で

あ

る

。

ま

た

、

法

然

か

ら

の

手

紙

の

数

々

に

は

、

直

実

を

諭

す

よ

う

な

、

す

べ

て

を

見

透

か

し

た

様

子

の

法

然

の

口

調

が

多

く

み

ら

れ

る

。

お

そ

ら

く

、

法

然

に

は

直

実

の

本

当

の

気

持

ち

が

手

に

取

る

よ

う

に

分

か

っ

て

い

た

の

だ

ろ

う

。

暴

れ

ま

わ

る

よ

う

な

乱

暴

で

強

気

な
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気

質

の

裏

に

は

、

自

分

の

業

の

重

さ

を

み

つ

め

な

お

し

、

不

安

を

な

く

し

切

れ

な

い

直

実

の

姿

が

想

像

さ

れ

る

の

で

あ

る

。 

 
第

三

節 

直

実

の

教

義

理

解 

法

然

と

直

実

の

関

係

を

見

て

い

く

上

で

、

直

実

の

教

義

の

理

解

が

何

に

よ

る

も

の

な

の

か

と

い

う

点

が

重

要

と

な

る

。

直

実

の

理

解

は

法

然

の

大

本

か

ら

か

け

離

れ

て

い

る

と

は

言

え

な

い

も

の

の

、

と

こ

ろ

ど

こ

ろ

に

差

違

が

見

え

る

。

す

べ

て

法

然

の

教

え

を

そ

の

ま

ま

受

け

取

っ

た

と

は

考

え

に

く

い

。

で

は

、

そ

の

教

義

理

解

の

差

は

、

な

に

に

よ

る

も

の

だ

ろ

か

。 

直

実

自

身

の

性

格

や

境

遇

に

影

響

さ

れ

た

こ

と

が

考

え

ら

れ

る

。

こ

れ

ま

で

述

べ

て

き

た

よ

う

に

、

直

実

は

激

し

い

性

格

で

、

波

乱

万

丈

な

生

涯

を

送

っ

て

い

た

。

特

に

自

分

の

考

え

を

曲

げ

な

い

一

辺

倒

な

性

格

に

よ

っ

て

、

法

然

の

教

え

に

勘

違

い

が

起

き

た

と

き

に

そ

の

ま

ま

間

違

い

続

け

る

可

能

性

が

あ

る

。

し

か

し

、

法

然

と

直

実

は

教

義

の

こ

と

に

つ

い

て

も

密

に

連

絡

を

取

り

合

っ

て

お

り

、

法

然

が

誤

り

を

正

さ

ず

、

直

実

が

勘

違

い

を

し

続

け

て

い

た

こ

と

は

考

え

に

く

い

。 

法

然

が

対

機

説

法

的

に

、

直

実

の

調

子

に

合

わ

せ

た

教

え

を

説

い

て

い

た

可

能

性

も

考

え

ら

れ

る

。

釈

迦

が

行

っ

た

よ

う

に

、

法

然

は

弟

子

た

ち

に

、

そ

れ

ぞ

れ

が

受

け

入

れ

や

す

く

、

念

仏

を

称

え

る

と

い

う

最

も

重

要

な

教

え

続

け

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

、

対

機

説

法

と

し

て

教

え

を

説

き

、

直

実

に

は

直

実

に

あ

っ

た

形

で

念

仏

の

教

え

を

と

い

て

い

た

と

考

え

る

こ

と

も

で

き

る

。 

法

然

は

直

実

の

理

解

を

戒

め

る

こ

と

は

あ

り

つ

つ

も

、

積

極

的

に

否

定

す

る

こ

と

は

し

て

い

な

い

。

直

実

宛

の

手

紙

を

み

る

か

ぎ

り

、

法

然

は

直

実

の

こ

と

を

認

め

、

お

か

し

な

言

い

方

で

は

あ

る

が

、

可

愛

が

っ

て

い

た

よ

う

に

も

み

え

る

。

直

実

の

浄

土

理

解

が

間

違

っ

て

い

た

わ

け

で

は

な

く

、

法

然

は

肯

定

し

て

い

た

の

だ

ろ

う

。

法

然

特

有

の

、

念

仏

を

称

え

る

こ

と

に

重

き

を

置

き

そ

れ

以
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外

の

こ

と

へ

は

寛

容

な

、

非

常

に

懐

の

深

い

態

度

に

よ

る

も

の

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

あ

る

い

は

、

直

実

の

➀

上

品

上

生

を

願

う

こ

と

は

自

分

の

た

め

で

な

く

衆

生

を

救

う

た

め

で

あ

り

、
②

往

生

を

予

告

と

い

う

形

で

自

分

の

往

生

を

深

く

信

じ

、
さ

ら

に

は

③

人

々

に

熱

心

に

専

修

念

仏

を

勧

め

自

ら

も

念

仏

を

務

め

る

姿

が

、

法

然

の

教

え

の

要

点

を

抑

え

て

い

た

と

も

考

え

ら

れ

る

。

法

然

の

教

え

は

数

多

く

の

弟

子

た

ち

に

よ

っ

て

様

々

な

解

釈

が

な

さ

れ

て

い

た

。

直

実

の

教

義

理

解

も

そ

の

例

に

も

れ

ず

、

➀

～

③

の

浄

土

宗

の

重

要

な

要

素

を

抑

え

な

が

ら

、

独

自

の

方

向

へ

と

展

開

し

て

い

っ

た

と

言

え

る

だ

ろ

う

。 

  

 
 結

論 

本

論

文

で

は

、

武

蔵

国

の

武

士

で

あ

り

、

法

然

の

門

弟

と

な

っ

た

熊

谷

直

実

の

信

仰

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

。

最

初

か

ら

振

り

返

る

。 

第

一

章

で

は

直

実

の

武

士

と

し

て

の

生

涯

と

性

格

を

確

認

し

た

。

武

士

と

し

て

の

評

判

の

高

い

直

実

で

あ

る

が

、

血

気

盛

ん

で

感

情

的

な

と

こ

ろ

が

あ

り

、

そ

の

性

質

が

出

家

を

し

て

法

然

の

弟

子

に

な

っ

て

以

降

も

引

き

継

が

れ

て

い

る

。

西

に

背

を

向

け

な

い

た

め

に

、

京

か

ら

熊

谷

ま

で

馬

を

逆

さ

に

の

る

誠

実

さ

や

、

人

の

名

号

を

羨

ま

し

が

っ

て

法

然

か

ら

怒

ら

れ

る

と

い

う

や

ん

ち

ゃ

な

側

面

も

、

直

実

の

い

か

に

も

人

間

ら

し

い

魅

力

で

あ

り

、

当

時

か

ら

現

代

ま

で

多

く

の

人

か

ら

愛

さ

れ

語

り

継

が

れ

る

一

因

で

あ

る

だ

ろ

う

。 
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第

二

章

で

は

直

実

の

人

生

の

転

換

点

で

あ

る

、
出

家

と

回

心

に

つ

い

て

整

理

し

た

。
直

実

の

出

家

理

由

や

法

然

と

の

出

会

い

よ

り

、

直

実

が

何

に

苦

悩

し

悟

り

の

道

を

求

め

た

の

か

が

見

え

て

く

る

。『

平

家

物

語

』
に

語

ら

れ

る

、
敦

盛

の

頸

を

落

と

す

出

来

事

の

み

な

ら

ず

、

直

実

は

世

の

中

の

不

条

理

に

苦

し

み

、

出

家

し

た

と

い

う

こ

と

が

わ

か

る

。

平

等

で

あ

る

こ

と

を

重

要

視

し

て

お

り

、

自

ら

が

不

当

に

扱

わ

れ

る

こ

と

が

特

に

許

せ

な

か

っ

た

。

法

然

の

教

え

を

学

び

、

平

等

な

阿

弥

陀

仏

の

救

い

に

出

会

う

こ

と

で

、

涙

を

流

す

ほ

ど

に

感

動

し

た

よ

う

で

あ

る

。 

第

三

章

で

は

直

実

の

教

義

理

解

を

代

表

的

な

出

来

事

の

上

品

上

生

往

生

の

立

願

、

予

告

往

生

に

触

れ

、

そ

の

う

え

で

直

実

の

教

義

的

特

徴

は

何

に

よ

る

も

の

な

の

か

考

察

し

た

。

直

実

の

教

義

理

解

は

一

見

す

る

と

法

然

の

思

想

と

離

れ

た

も

の

で

あ

る

が

、

そ

の

根

底

に

は

法

然

の

教

義

の

肝

要

を

き

ち

ん

と

踏

襲

し

て

い

た

。

直

実

の

派

手

な

行

動

は

、

法

然

に

と

っ

て

些

細

な

こ

と

だ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

直

実

は

上

品

上

生

を

願

い

、

予

告

の

通

り

往

生

し

て

、

法

然

も

そ

れ

を

認

め

て

い

た

だ

ろ

う

。 

本

論

文

で

直

実

の

人

物

像

と

思

想

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

法

然

の

人

物

像

と

思

想

も

よ

り

鮮

明

に

見

え

て

く

る

。

現

代

に

伝

わ

る

法

然

の

言

葉

に

は

、

一

念

多

念

の

問

題

を

は

じ

め

と

し

て

、

幅

広

い

解

釈

の

可

能

な

も

の

が

多

く

残

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

理

由

は

、

法

然

の

寛

容

な

性

格

に

よ

る

も

の

な

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

法

然

の

直

実

に

対

す

る

態

度

は

ま

る

で

や

ん

ち

ゃ

な

息

子

の

面

倒

を

見

る

よ

う

な

、
褒

め

て

や

り

、
た

ま

に

や

さ

し

く

叱

っ

て

、
主

体

的

な

行

動

を

肯

定

し

て

あ

げ

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

。

念

仏

と

い

う

、

最

も

重

要

な

行

動

へ

と

行

き

つ

く

よ

う

、

そ

れ

以

外

の

こ

と

を

自

由

に

、

あ

り

の

ま

ま

を

受

け

入

れ

て

い

た

の

で

あ

る

。

直

実

の

上

品

上

生

往

生

の

立

願

に

対

す

る

態

度

な

ど

が

そ

の

最

た

る

例

で

あ

っ

た

。
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註 １ 

法

然

の

教

え

を

受

け

た

武

士

は

、

熊

谷

直

実

の

ほ

か

、
平

重

衡

・

津

戸

三

郎

為

守

・

大

胡

太

郎

実

秀

・

渋

谷

道

遍

・

甘

粕

太

郎

・

薗

田

太

郎

・

宇

都

宮

頼

綱

な

ど

多

数

。 

２ 

高

橋

修

『

シ

リ

ー

ズ

・

中

世

関

東

武

士

の

研

究

第 

二

十

八

巻 

熊

谷

直

実

』
、

二

〇

一

九

年

、

総

序

を

参

照

。 

３ 

『

四

十

八

巻

伝

』

第

二

十

七

、
『

法

然

上

人

伝

全

集

』

一

七

一

頁

。 

４ 

仏

書

刊

行

会

『

大

日

本

佛

教

全

書 

第

一

一

七

巻

』

三

二

六

、

三

二

七

頁

。 

５ 

林

譲

「

熊

谷

直

実

の

出

家

と

往

生

に

関

す

る

資

料

に

つ

い

て―

『

吾

妻

鏡

』

史

料

批

判

の

一

事

例―

」

よ

り

、

林

は

蓮

生

譲

り

状

の

蓮

生

の

花

押

が

他

の

も

の

と

完

全

に

一

致

す

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。 

６ 

森

内

優

子

「

熊

谷

直

実

の

出

家

に

関

す

る

一

考

察―

門

柱

所

の

移

転

を

め

ぐ

っ

て―

」

よ

り

、
森

内

は

『

吾

妻

鏡

』
の

編

者

が

意

図

的

な

改

ざ

ん

を

行

っ

た

と

指

摘

す

る

。 

７ 

『

吾

妻

鏡

』

文

治

三

年

八

月

四

日

、

五

味

文

彦

・

本

郷

和

人

編

『

現

代

語

訳

吾

妻

鏡

三

』

一

二

三

頁

。 

８ 

『

吾

妻

鏡

』

建

久

三

年

十

一

月

二

十

五

日

、

五

味

文

彦

・

本

郷

和

人

編

『

現

代

語

訳

吾

妻

鏡

五

』

一

六

七

頁

。 

９ 

『

吾

妻

鏡

』

建

久

三

年

十

ニ

月

十

一

日

、

五

味

文

彦

・

本

郷

和

人

編

『

現

代

語

訳

吾

妻

鏡

五

』

一

七

一

頁

。 

１
０ 

福

田

行

慈

「

熊

谷

直

実

の

吉

水

入

門

を

め

ぐ

っ

て

」
『

日

本

仏

教

史

学

』

一

五

、

一

九

七

九

年

、

註

二

。 

１
１ 

梶

村

昇

『

知

恩

院

浄

土

宗

学

研

究

所

シ

リ

ー

ズ

③ 

熊

谷

直

実 

法

然

上

人

を

め

ぐ

る

関

東

武

者

（

一

）
』

１

一

九

九

一

年

、

五

八

頁

。 

１
２

『

四

十

八

巻

伝

』

第

二

十

七

巻

、
『

法

然

上

人

伝

全

集

』

一

六

七

頁

。 
 

１
３ 

『

熊

谷

直

実

直

筆

置

文

』

京

都

清

凉

寺

所

蔵

、

赤

松

俊

秀

『

続

鎌

倉

仏

教

研

究

』
「

熊

谷

直

実

の

上

品

上

生

に

つ

い

て

」

二

四

 



コピー厳禁

 

 

 

 
八

頁

。 

１
４ 

梶

村

昇

は

、
『

知

恩

院

浄

土

宗

学

研

究

所

シ

リ

ー

ズ

③ 

熊

谷

直

実 

法

然

上

人

を

め

ぐ

る

関

東

武

者

（

一

）
』

の

中

で

、

弥

陀

・

釈

迦

・

善

導

を

盾

に

取

る

こ

の

論

法

は

、
『

歎

異

抄

』

に

も

み

ら

れ

、

こ

う

し

た

論

法

が

当

時

流

行

し

て

い

た

の

か

も

し

れ

な

い

と

指

摘

し

て

い

る

。 

１
５ 

『

法

然

上

人

全

書

』

四

四

、

四

五

頁

。 

１
６ 

『

往

生

浄

土

用

心

』
、
『

法

然

上

人

全

集

』

五

五

六

頁

。 

１
７ 

『

鎌

倉

二

品

比

丘

尼

に

進

ず

る

御

返

事

』
『

法

然

上

人

全

集

』

五

二

九

～

五

三

〇

頁

。 

１
８ 

鍋

島

直

樹

「

法

然

に

お

け

る

死

と

看

死

の

問

題

、
（

二

）
」
『

龍

谷

大

学

論

集 

第

四

三

六

号

』
、

一

九

九

〇

、

四

頁

。 

１
９ 

『

法

然

上

人

全

集

』

六

三

三

、

六

三

四

頁

。 

２
０ 

鍋

島

直

樹

「

法

然

に

お

け

る

死

と

看

死

の

問

題

、
（

二

）
」
『

龍

谷

大

学

論

集 

第

四

三

六

号

』
、

一

九

九

〇

、

五

頁

。 

２
１ 

『

法

然

上

人

伝

全

集

』

一

七

三

、

一

七

四

頁

。 

２
２ 

梶

村

昇

『

知

恩

院

浄

土

宗

学

研

究

所

シ

リ

ー

ズ

③ 

熊

谷

直

実 

法

然

上

人

を

め

ぐ

る

関

東

武

者

（

一

）
』

一

九

九

一

年

、

六

〇

頁

。 

２
３ 

『

法

然

上

人

伝

全

集

』

一

七

四

、

一

七

五

頁

。 

２
４ 

『

法

然

上

人

伝

全

集

』

一

七

五

頁

。 

２
５ 

『

法

然

上

人

伝

全

集

』

一

七

五

頁

。 
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書

籍 

梶

村

昇

『

知

恩

院

浄

土

宗

学

研

究

所

シ

リ

ー

ズ

③ 

熊

谷

直

実 

法

然

上

人

を

め

ぐ

る

関

東

武

者

（

一

）
』

戎

光

祥

出

版

、

一

九

九

一

年 

高

橋

修

『

シ

リ

ー

ズ

・

中

世

関

東

武

士

の

研

究

第 

二

十

八

巻 

熊

谷

直

実

』

東

方

出

版

、

二

〇

一

九

年 

 

論

文 

高

橋

修

「

総

論 

熊

谷

直

実

研

究

の

到

達

点

と

新

た

な

課

題

」
『

シ

リ

ー

ズ

・

中

世

関

東

武

士

の

研

究 

第

二

十

八 

熊

谷

直

実

』
、

二

〇

一

九

年 

鍋

島

直

樹

「

法

然

に

お

け

る

死

と

看

死

の

問

題

、
（

一

）
」
『

龍

谷

大

学

論

集 

第

四

三

四

、

四

三

五

合

併

号

』
、

一

九

八

九

年 

鍋

島

直

樹

「

法

然

に

お

け

る

死

と

看

死

の

問

題

、
（

二

）
」
『

龍

谷

大

学

論

集 

第

四

三

六

号

』
、

一

九

九

〇

年 

林

譲

「

熊

谷

直

実

の

出

家

と

往

生

に

関

す

る

資

料

に

つ

い

て―

『

吾

妻

鏡

』

史

料

批

判

の

一

事

例―

」
『

東

京

大

学

史

料

編

纂

所

研

究

紀

要

』

一

五

、

二

〇

〇

五

年 

福

田

行

慈

「

熊

谷

直

実

の

吉

水

入

門

を

め

ぐ

っ

て

」
『

日

本

仏

教

史

学

』

一

五

、

一

九

七

九

年 

福

田

行

慈

「

吉

水

入

門

後

の

熊

谷

直

実

に

つ

い

て

」
『

大

正

大

学

大

学

院

研

究

論

集

』

七

、

一

九

八

三

年 

福

田

行

慈

「

熊

谷

直

実

宛

源

空

書

状

に

つ

い

て

」
『

印

度

仏

教

学

研

究

』

三

一

、

三

二

、

一

九

八

三

年 

松

井

輝

昭

「

熊

谷

直

実

の

救

済

の

論

理

と

法

然

教―

伝

承

の

は

ざ

ま

に

て―

」

広

島

史

学

研

究

会

編

『

史

学

研

究

五

十

周

年

記

念

論

叢

日

本

編

』
、

一

九

八

〇

年 

森

内

優

子

「

熊

谷

直

実

の

出

家

に

関

す

る

一

考

察―

門

柱

所

の

移

転

を

め

ぐ

っ

て―

」
『

文

書

館

紀

要

（

埼

玉

県

立

文

書

館

）
』

２

一

、

二

〇

〇

八

年 

吉

田

稔

子

「

清

涼

寺

蔵

迎

接

曼

荼

羅

と

上

品

上

生

往

生

願

」
『

美

術

史

』

一

二

六

、

一

九

八

九

年 




